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時代の潮流が各分野に与えると考えられる影響・現象（概ね10年後程度までに想定されるもの） 

分 野 

 時代の潮流 
環 境 教育・文化・ｽﾎﾟｰﾂ 産業・雇用 医療・福祉 社会基盤・生活空間 安全・安心 地域・行政・国際化 協働・参画・人権 

少子高齢化・人口減少 

○農地や森林の維持管理

困難に伴う水源涵養･保

水機能の低下 

○ 学校の適正配置、個性化

の必要性増大 

○ 高学歴化の進展 

○ 生涯学習やリタイア後

の自己実現欲求の高ま

り 

○ 福祉教育の必要性の高

まり 

○ 生産年齢人口の減少 

○ 技能・技術継承の必要性

の高まり 

○ 高齢者の就業機会の増

加 

○ 介護や子育て支援サー

ビス産業の需要拡大 

○ 農林業の担い手減少・高

齢化 

○ 仕事と家庭の両立支援

の必要性増大 

○ 社会保障費の増加 

○ 健康余命延伸の必要性

の高まり 

○ へき地医療体制の低下 

○ 産科、小児科医等医師･

看護師の不足 

○ 要介護高齢者の増加 

○ ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの必要性

の高まり 

○ 持続可能な社会保障制

度への懸念 

○ 地域の公共交通機関利

用者の減少・路線廃止 

○ バリアフリー化の必要

性の高まり 

○ コンパクトなまちづく

りの必要性の高まり 

○ 都市部のマンションの

増加 

○ 空家、空店舗の増加 

○ 病棟、病床の削減 

○ 高校統廃合 

○ 過疎地域での孤立集落

発生の懸念や有害鳥獣

の被害発生、雪処理の困

難化 

 

○ 過疎地域の一層の高齢

化と人口減少 

○ 都市部への人口集中 

○ 農山村集落の減少・荒廃

○ 地域のコミュニティ活

動の低下 

○ 保健・医療・福祉分野に

おけるﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・NPO 活

動の増加 

○ 女性の一層の社会進出

と男性による家事・育児

の必要性増大 

グローバル化 

○ 地球規模での環境配慮

の要請の高まり 

○ 国際理解教育の必要性

の高まり 

○ 外国籍児童生徒の増加 

○ 低価格輸入品の流入 

○ 海外市場参入機会の増

加 

○ 生産拠点の海外移転 

○ 外国人観光客の増加 

○ 外国人労働者の増加 

○ 雇用形態の多様化と労

働者処遇格差の発生 

○ SARSのような国境を越

えて流行する感染症へ

の脅威 

○ 外国人受診の増加 

○ 高速交通網の利用拡大 

○ 公共施設や観光施設等

における外国人への配

慮の必要性増大 

○ 来日外国人による組織

犯罪の増加 

○ 国際交流の活発化 

○ 外国籍住民の増加と出

身国の多様化 

○多文化共生意識醸成の

必要性の高まり 

情報通信技術の発達 

○ＩＴ活用によるｴﾈﾙｷﾞｰ

利用の効率化の進展 

○ 「誰でも使える」ための

教育の必要性増大 

○ インターネット等の有

害情報の青少年への影

響の懸念 

○ ネットワーク利用によ

る遠隔地授業など学校

教育や生涯学習の形態

の多様化 

○ 情報・デジタル産業の市

場拡大 

○ インターネットを活用

した商取引の進展 

○ 事業所や就労の形態多

様化 

○ 高度ＩＴ技術者養成の

必要性の高まり 

○ 高度情報技術の活用に

よる生産技術の進展 

○ 遠隔医療、在宅医療手段

の拡充 

○ 電子カルテの共有など

医療情報の電子化によ

る医療の質の向上 

○ 福祉サービスの利用・提

供に係る利便性の向上 

○ 道路交通システム等の

質の向上 

○ ユビキタス社会を視野

に入れた基盤整備の必

要性の高まり 

○ 災害情報の迅速化と伝

達手段の多様化 

○ ハイテク犯罪の増加 

○ 産地流通情報管理への

応用の進展 

○ 情報インフラの格差増

大 

○ 公共サービスの多様化 

○ ＩＴ活用による多様な

国際交流の進展 

○ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの匿名性を利用

した人権侵害の増加 

安全・安心や環境に対

する意識の高まり 

○ 異常気象の原因にもな

るとされている地球温

暖化問題への意識の高

まり 

○ 森林の公益的機能への

期待の高まり 

○ 循環型社会の形成、自然

環境の保全など環境へ

の意識の高まり 

○ ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰの普及 

○ 通学途中などの安全対

策や安全教育の必要性

増大 

○ 環境教育の必要性の高

まり 

 

 

○ 企業に対する環境への

配慮の要請の高まり 

○ 環境ビジネスの需要拡

大 

○ ｸﾞﾘｰﾝ･ﾂｰﾘｽﾞﾑの普及 

○ 農業生産における食の

安全や環境への配慮の

重要性の高まり 

○地域福祉を支える体制

の強化 

○ 地震、台風等の災害に強

い社会基盤や住宅への

ニーズの高まり 

○ 社会資本の老朽化によ

るメンテナンスの増大 

○リサイクルの進展など

建設における環境負荷

の低減 

○ 環境や景観に配慮した

まちづくり等の必要性

の高まり 

○ 治安への不安の高まり 

○ 防災・減災に対する意識

の高まり 

○ 不法投棄など環境犯罪

への対応の必要性増大 

 

 

○ 中山間地域における森

林、農地荒廃への関心の

高まり 

○ 都市と農山村の交流拡

大の可能性 

○ 環境の保全を目的とし

たﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・NPO 活動の

増加 

価値観・ライフスタイ

ルの多様化 

○ 環境への負荷を最小限

にするライフスタイル

への関心の高まり 

○ 個人の特性や希望に合

った教育の必要性の高

まり 

○ 文化・スポーツへの関心

の高まり 

○ 就労形態の多様化 

○ ニート､フリーターの問

題の顕在化 

○ 消費の二極化、ニーズの

多様化 

○ 滞在型観光への志向増大

○施設から地域生活への

移行 

○健康への関心の高まり 

○住宅の建て方や所有形

態の多様化 

 ○ 都市住民の農山村での

居住へのﾆｰｽﾞの高まり 

○ 地域コミュニティの希

薄化 

○ ボランティア・ＮＰＯ活

動の活発化 

○ ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽへの意識

の高まり 

公共の担い手の多様化

と役割増大 

 ○学校と地域社会との連

携強化の必要性 

 ○ 地域の支え合いの必要

性増大 

 

○住民との協働や住民主

体による社会基盤の維

持管理の活発化 

○住民参加型防災の必要

性増大 

○団塊世代の退職後の活

躍 

○ＮＰＯと行政の協働の

進展 
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